
企 画 調 整 担 当 

１ 総合計画の策定、推進等 

    総合計画は、市の将来の振興発展を展望し、これに立脚した長期にわたる市の経営の根幹となる 

基本構想をはじめとして、基本構想に基づく基本計画及び実施計画で構成される。 

基本構想で示されたまちづくりの基本理念、将来都市像及び目標を達成するため、具体的な施策 

の事業化に当たっては社会環境の変化、市民要望等に対応し、計画行政を進めていく。 

（１） 総合計画策定委員会 

ア 構 成 

委 員 長 副市長 

副 委 員 長 教育長 

委 員 

議会事務局長 企画財政部長 総務部長 市民部長 生活環境部長 

福祉保健部長 福祉保健部参事 子ども家庭部長 都市建設部長 

都市建設部参事 教育部長 教育部参事 会計管理者 

イ 開催回数  20回 

（２） 実施計画 

基本計画に基づき、市政運営の短期的方針と毎年度の予算編成の指針とするため、事業の

進捗状況、社会環境の変化等を考慮し、３か年の実施計画（令和３年度～令和５年度）を策

定した。 

２ 庁議 

  市行政の基本方針及び重要施策等を審議策定することを目的に庁議を置く。 

（１） 庁  議 

ア 構 成 

主 宰 市長 

構 成 員 

副市長 教育長 

議会事務局長 企画財政部長 総務部長 市民部長 生活環境部長 

福祉保健部長 福祉保健部参事 子ども家庭部長 都市建設部長 

都市建設部参事 教育部長 教育部参事 会計管理者 

イ 開催回数 定例 23回  臨時 23回 原則毎月第１・３木曜日及び臨時 

（２） 審議内容 

協 議 事 項        報 告 事 項        

234件 77 件 



３ 施策検討会 

  議題所管部長からの発議による自由な討論の場として、基本的な考え方について議論するため施 

策検討会を置く。 

（１） 構 成 

主 宰 市長 

構 成 員 

副市長 教育長 

議会事務局長 企画財政部長 総務部長 市民部長 生活環境部長 

福祉保健部長 福祉保健部参事 子ども家庭部長 都市建設部長 

都市建設部参事 教育部長 教育部参事 会計管理者 財政課長 

（２） 開催回数 11 回 

４ 部課長会議 

  庁議において協議した事項その他を適切に処理し、その実施を円滑に行うための連絡協議を目的 

に部課長会議を置く。 

  開催回数 ６回 

５ 西多摩地域広域行政圏協議会 

西多摩地域の一体的整備と住民の福祉増進を図るため、広域行政圏計画の策定及び広域行政圏に 

関する必要な事務の連絡調整を行うことを目的として設置している。 

（１） 加入市町村（４市３町１村） 

青梅市  福生市  羽村市  あきる野市  瑞穂町  日の出町  檜原村  奥多摩町 

（２） 計画の推進 

ア 西多摩地域広域行政圏計画［平成 28（2016）～令和２（2020）年度］ 

 圏域を取り巻く社会・経済状況の変化に対応し、圏域市町村のより一層の連携強化を図り、

西多摩らしい魅力ある圏域づくりを進めるため、西多摩地域広域行政圏計画に基づき、取組

を行った。 

イ 分野別検討部会 

事業を分野別に検討するため、次の部会が設置されている。 

開発部会  生活部会  産業部会  教育文化部会  環境部会 



（３） 共同事業 

ア 西多摩地域広域行政圏体育大会（中止） 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 

イ 西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館広域利用事業 

西多摩地域の住民の交流と生涯学習の場を拡充し、文化及び教養の向上に寄与するととも

に、市町村立図書館の相互協力を促進し、図書館奉仕の発展を図ることを目的とし、平成 14

年 10 月開始の図書館広域利用事業を更に周知するため、「トートバッグ」を作成し、ＰＲし

た。 

ウ その他の共同事業 

  ・西多摩地域広域行政圏計画の策定 

・地域包括ケアシステム連携事業 

・消費生活相談広域連携の継続実施 

・ホームページ、公式ツイッター、公式インスタグラムの管理運営 

・西多摩地域における移住・定住促進事業 

・西多摩地域魅力発信ＰＲ事業 

・多摩の子・多摩子ども詩集作成事業 

・道路橋梁合同直営模擬点検 

（４） その他の事業 

ア 青梅線、五日市線及び八高線の改善要望（令和２年 10 月７日（水）） 

東日本旅客鉄道株式会社八王子支社長に対し、ＪＲ３線の改善及び輸送力増強についての

要望を行った。 

イ 東京都への予算要望 

東京都に対し、共同事業及び各団体の圏域事業に係る総合交付金の予算要望を行った。 

ウ 幹事会、事務局会議及び部会での検討等 

幹事会及び事務局会議の定期的な開催とともに、各事業実施に向けて部会を開催し、検討

及び調査研究を行った。 

６ 福生市総合戦略推進委員会 

福生市総合戦略推進委員会を設置し、福生市総合計画における定住化対策の推進状況等について

協議した。 

開催回数 １回 



７ 開庁時間の延長 

平成 16 年 10 月から従来の開庁時間では市役所に来庁できない方の利便性向上を目的に、土曜日

の開庁と水曜日の開庁時間の延長を全庁的に制度化し、市民サービスの一層の向上と市民からパー

トナーとして信頼される市役所の構築を目指し、開庁時間の延長を実施してきたが、利用実績及び

節電効果について検討した結果、平成 26 年４月からは時間延長を実施する窓口を限定して実施して

いる。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年３月４日から５月 31日まで及び令和３年１

月 12 日から３月 21日までの時間外開庁を一時休止した。 

８ 組織等検討委員会の設置 

  福生市総合計画（第５期）を推進し、更に社会情勢の変化に伴う課題に対応できる効率的な組織

の構築を目指した組織改正を行うため、平成 25年４月に組織等検討委員会を常設とした。 

（１）委員会の構成 

委 員 長 副市長 

副 委 員 長 教育長 

委 員 

議会事務局長 企画財政部長 総務部長 市民部長 生活環境部長 

福祉保健部長 福祉保健部参事 子ども家庭部長 都市建設部長 

都市建設部参事 教育部長 教育部参事 会計管理者 

（２）委員会の開催回数  ４回 

（３）委員会の開催内容 

開 催 日 検 討 内 容 

６月 25日 
・令和元年度重要施策推進状況の報告について 

・令和２年度組織等検討スケジュールについて 

10 月６日 
・令和３年度組織改正（案）について 

・令和３年度重要施策推進要員配置案について 

11月 24日 
・令和３年度組織改正（案）について 

・令和３年度再任用短時間職員配置予定部署について 

３月５日 
・令和３年度組織改正（案）について 

・令和３年度重要施策推進要員配置案について 

02%20今後の組織等検討スケジュール（組織等検討委員会用）.pdf


９ ふっさ・はむら多文化共生事業協議会の設置 

東京都市長会の多摩・島しょ広域連携活動助成金を活用し、令和２年度から羽村市と「ふっさ・

はむら多文化共生事業協議会」を設置し、「福生・羽村多文化共生事業」に取り組んだ。 

（１）多文化共生実態調査 

地域で共に暮らす日本人・外国人の現状及び様々な国籍の人々が同じ地域で生活することで生じ

る課題を把握し、これからの多文化共生の施策の推進に向けた基礎資料を得ることを目的として、

調査を実施した。 

調査の種類及び対象 ①日本人住民向け調査

福生市及び羽村市居住の、住民基本台帳から無作為に抽出した 20

歳以上の日本人住民（福生市：1,000人、羽村市：1,000 人）

②外国人住民向け調査

福生市及び羽村市居住の、住民基本台帳から無作為に抽出した 20

歳以上の外国人住民（福生市：1,000人、羽村市：500 人）

調査方法 郵送配布・郵送回収 

外国人住民には、抽出した対象者の国籍に合わせて、スペイン語・

中国語・ベトナム語・韓国語・ネパール語・英語・タガログ語のいず

れかの言語の「外国語調査票」と平易な日本語による「やさしい日本

語調査票」の２種類を組み合わせて配布した。 

調査期間 令和２年 10 月８日（木）から 10月 31日（土）まで 

（２）多文化共生講座 

市民向けの多文化共生に係る講座を実施し、多文化共生に係る市民意識の向上を図った。 

＜福生市講座＞ 

日時 令和３年２月 18日（木）から３月 31 日（水）まで 

※動画配信にて実施 

動画の掲載場所 福生市公式 YouTubeチャンネル「福生市メディアラボ」 

講師 ＮＰＯ法人青少年自立援助センター ＹＳＣグローバル・スクール 

ピッチフォード理絵氏 

＜羽村市講座＞ 

日時 令和３年２月 13日（土） 

場所 羽村市産業福祉センター ｉホール 

講師 一橋大学国際教育交流センター 教授 庵功雄氏 


